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～人間力を高めるための教養～

株式会社イコアインキュベーション

ビジネスで活躍する
リーダー育成のための

リベラルアーツ



世界で戦える人材、強いリーダ ーを育てるために

教養を身につけ、
魅力的な人材を育成するには？
　ビジネス環境が国内からインターナショナル、そして地球規模のグローバルへと移り変わる中で、
現在多くの企業様がグローバル人材の育成に取り組んでおられます。また近年では、グローバルに必
要な要素としてリベラルアーツという言葉も耳にするようになりました。
　そこで今号では、私たちイコアインキュベーションの考える「リベラルアーツ」の重要性と、それ
を活かすための「人間力」の発揮の仕方についてお伝えしたいと思います。
　なぜリベラルアーツが必要なのか、どのようにして身につければよいのか──当社の考えをご紹介
します。

◆リベラルアーツとは？ 
　日本では、リベラルアーツを
「教養」と訳されることが多くあ
ります。その意味は、「会社生活
を営む上で必要な学術・文化・歴
史・芸術などに関する幅広い知識
や造詣、品位や人格及び物事に対
する理解力や想像力に長けている
こと」などと言われています。
　では、なぜ今リベラルアーツが
求められているのか？私たちがリ
ベラルアーツについて改めて考え
るようになったきっかけは、ある
企業様からいただいた相談が始ま
りでした。その内容は、“真のグ
ローバル人材”育成に向けたリベ
ラルアーツの重要性を社員に理解
してもらいたいというものでし
た。その企業様が求めている“真
のグローバル人材”の定義とは、
「世界に通用する『教養』と『人
間力』に長けた魅力的な人材とい
うもの。すなわち、ビジネスで他
国の方々と渡り合っていく中で、

「またいつかあの人と仕事した
い」と思わせる人。そんな人こそ
が“真のグローバル人材”と言え
るのではないかということでし
た。「あの人は教養がある」など
と言われる場合、洗練された会話
や身のこなしができることを示す
ことが多く、多分に人間的な側面
を評価している意味合いが含まれ
ており、当該企業様はこのような
人間的な側面においてリベラル
アーツの重要性を社員に植え付け
たいという思いが強かったものと
思われます。
　グローバルと聞くと、我々はま
ず語学や異文化など、相手国に対
する知識や理解というところに
意識が向きがちです。もちろん
語学や異文化を理解することはと
ても重要であり、グローバルに向
けた取組みとしては欠かすことは
できません。しかし、相手国を理
解する前に、我々は自国である日
本のことをどこまで理解している
のでしょうか？日本人として生ま
れ、日本の教育を受けてきた私た
ちが、日本の歴史や文化・芸術、
更にはアイデンティティ、郷土愛
といったものをどこまで語れるで
しょうか？日本という国を客観的

に見て、他国との違いや日本の宗
教観、島国といった地政学上の特
性、日本人の能力といったものを
どれだけ強みとして発揮出来てい
るでしょうか？このように、自国
に関する理解を深めるのも、リベ
ラルアーツの一環であると私たち
は考えます。

◆主体的に培うリベラルアーツ
　先にも述べたように、かつて教
養は幅広い知識や造詣、人間形成
のための様々な修養を含む基礎学
問が主流でした。日本でも江戸時
代の寺子屋に代表されるように、
無償で教育を提供し社会に貢献す
る取組みが既に行われていたわけ
です。
　経済発展とともに急速な情報社
会が進み、必要な情報を必要な量
だけ瞬時に手に入れることが可能
になった現代において、私たちは
便利さと物質的な豊かさを得られ
るようになりました。しかしこの
便利な世の中こそが精神の豊かさ
や教養の重要性を希薄化させる要
因になっているのも事実です。時
代の流れとともに、学問の専門
化・細分化が進み、教養について

の共通理解が失われてきました。
　今後日本は少子高齢化が進み、
これまで以上に近隣諸国を含めた
関係各国と経済のみならず、労働
力、食料、エネルギー確保に向け
新たな仕組みを構築し、同時にビ
ジネスの場においても勝ち抜かな
ければならない厳しい時代に突入
します。
　このような時代を生き抜くために
も、我々は今一度原点に立ち返る必
要があり、その第一歩が教養を見直
すことではないかと考えます。
　何らかの形で世界と繋がるこれか
らの時代、自らに身につけるべき教
養を主体的に培っていく努力が必要
であると思います。

◆雑学から教養へ
　情報を知識として学ぶだけでは、
グローバル社会で戦うには不安が残
ります。いくら知識を持っていても、
その人が自分の言葉で語ることがで
きなければ、人の心には響きません。
それでは単なる受け売りであり、雑
学になってしまいます。情報を知り、
知識としてより深く理解し、知識を教
養に高めて、それを自分の体験と重
ね合わせて「自分なりの見解」を持
つことが重要です。取り入れた情報
をどう語るか、その真意をどのように
伝えるか。自分自身のものの見方や
考え方と知識を重ね合わせて、自分
なりの見解を示す時に、初めてその
人の教養となるのです。（図1 参照）
　更にはグローバル社会では、日本
の特性や強みを理解した上で発信す
ることが求められ、それこそが「世
界に通用する『教養』と『人間力』に
長けた魅力的な人材」であり、教養
がリベラルアーツとして語られ、注目
され始めた訳ではないでしょうか。

◆「人間力」で人を動かす　　　
A自分の見解を持って人を動かすた
めには、さらに別の能力も必要とな
ります。それが、「人間力」です。
　私たちは「人間力」を、次の８
つの要素で定義しています。

❶ �使命感：自己のなすべきこと、
貢献すべきこと、自分の仕事の
意味を考えること（組織の一
員、役割の使命感とともに一人
の人間としてなすべきこと）

❷ �無私の心：他者を思いやり自己
のなすべき貢献を考え、それを優
先して行動すること

❸ �人に対する思い・関心：人の存
在を、自他を問わず大切に思い、
いつも高い関心を寄せること

❹ �勇気：自己の中にある恐怖感を
克服して行動に移し、葛藤や対
立を恐れないこと

❺ �一貫性：いつも一貫して行動にぶ
れがないこと、嘘をつかない、言
行が一致していること

❻ �公正さ：常に正しくあること、
正しいことを行おうと意識して
行動すること

❼ �仕事以外の幅の広がり：仕事以
外のさまざまな領域についての
関心や幅の広がりと、その奥行
きの深さ

❽ �自己開示：いつも自然体である
こと、自己の存在をありのまま
表わすこと

　これらは本来、誰もが持ってい
る力であり、問題は人間力を発揮
できているか／いないかというこ
とです。これら８つの人間力は、
魅力的な人材としてグローバルで
活躍するためにはどれも欠かすこ
とはできせません。中でもリベラ
ルアーツの観点から考えた時に、
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情報を知っているだけで
は単なる受け売りであ
り、評論家（論評・批判）に
なってしまう
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や由来など、より深く理
解することが重要である
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自身の体験と重ね合わせ、
自分なりの見解を示すこと
で、初めてその人の教養と
なる（知識と経験の橋渡し）
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■図1 雑学から教養へ

■図2 人間力の8つの要素
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特に発揮すべき重要なポイントは
⑦の「仕事以外の幅の広がり」で
す。
　仕事以外に夢中になれるものを
持っている人は、魅力的です。グ
ローバルでのビジネスでは、単純
に商談だけをすればいいという場
合だけではなく、互いに自国の文
化や自分の趣味について語り合
い、魅力を感じた相手でないと商
談ができない場合もあります。世
界のビジネスの現場で生きていく
ためには、仕事以外の幅の広がり
は絶対に欠かせません。
　また、仕事においても自分の専
門領域だけをやっていけばいいと
いう考え方では、奥行きのない
仕事しかできません。仕事が細
分化している今、“知らなくても
仕事をする上では困らない”とい
う知識も少なからずあります。し
かし、自分の目の前の仕事のこと
しか知らない人と、専門外のこと
にも詳しく、あらゆる関係各者と
コミュニケーションが取れる人で
は、どちらが魅力的でしょうか？

◆�全てのビジネスパーソン
に求められる「リベラル
アーツ」と「人間力」

　このように考えると、リベラル
アーツはグローバルで活躍するた
めには欠かせない要素であるとと
もに、仕事をしていく上で魅力的
な人材になるという意味でも、全
てのビジネスパーソンにとって必
須です。特に、人をマネジメント
するリーダーには絶対に欠かせな
いものだといえるのではないで
しょうか。
　リベラルアーツを身につけ、人
間力を発揮し、他者に影響を与えて
いく──そのためには、五感を働か
せ、感性を磨くことが重要です。日
本の歴史や文化を学ぶという意味で
は、本来は学校教育に期待するとこ
ろも大きいのですが、それが十分に
機能していない現代においては、そ
れらを自らの手で主体的に補ってい
く必要があります。
　日本人がこれから世界で活躍で
きる魅力的な人材になるためには、
「リベラルアーツ」と「人間力」

は絶対に必要です。私たちイコア
インキュベーションは、グローバ
ル人材を育成するために、語学や
異文化理解のプログラムと並行し
て、貴社の人材が知識を自分の言
葉で語り、より魅力的な人として
人間力を発揮できるよう支援をし
ていきたいと考えています。知識
が知識のままで止まっているとし
たら、それは知識が“腹落ちして
いないから”です。「なぜ？」を
理解することが重要で、そのため
には詰め込み式に知識を覚えるの
ではなく、プロセスを大切にした
学びの仕組みが必要です。私たち
は企業様と一緒に、その仕組みづ
くりからお手伝いしていきたいと
思います。
　グローバル人材の育成を考えて
いる企業様はもちろん、魅力的な
リーダー育成、イキイキとした組
織作りを考えている全ての企業の
パートナーとなりたい──私たち
は、そう考えています。
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■図3 ｢リベラルアーツ｣と｢人間力｣


